
※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。
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2. 老朽化の状況

全体総括

　南和保健医療圏内の公立3病院を1つの救急病院（急性期）と2つの地域医療セ
ンター（回復期・慢性期）に再編し、平成28年度から運用を開始した。「南和の
医療は南和で守る」という基本理念のもと、圏域における安心安全の医療体制を
将来にわたって持続的に確保するため、南和広域医療企業団中期計画に基づき、
経営基盤の強化と医療機能の充実に努めてきた。
　令和6年度は、企業団の強みである救急受け入れ体制を軸に、地域医療連携の
強化や適正な在院日数の管理（3期の短縮）による病床回転率の向上を図った結
果、病床利用率98.0％という極めて高い水準を達成した。この高度な稼働維持と
徹底したコスト管理の両立が、物価高騰や人件費増といった厳しい外部環境を跳
ね返し、総合病院として全国唯一となる「総務大臣表彰」の受賞（5年連続黒字
達成）という、再編以来最大の成果へと繋がった。
  今後は、最新のICT基盤や既存資産を最大限に活用し、計画的な老朽化対策を
推進していく。全国の公立病院のモデルケースとして、持続可能な健全経営と質
の高い急性期医療を両立させ、圏域全体の地域医療の発展に寄与していく。
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Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　当院は、南和保健医療圏内の公立3病院の病院機能を再編し、平成28年度より救急・急性
期医療の拠点として機能を強化してきた。その結果、徹底した収支管理と効率的な人員配
置により、極めて健全な経営基盤を維持するに至っている。
　令和6年度は、病床利用率が98.0％と極めて高い水準に到達し、地域医療の要としての役
割を十全に果たしている。経営面においては、物価高騰や人件費増により全国の公立病院
平均の経常収支比率が90.7％と大きく落ち込む中、当院は100.3％と黒字基盤を堅持した。
こうした長年にわたる健全経営が評価され、本年度、「自治体病院経営健全化に係る総務
大臣表彰」を受賞した。
　特筆すべきは、24時間体制の救急受け入れや不採算部門の維持といった公立総合病院と
しての使命を果たしながら、5年連続の黒字を達成した点である。様々な診療科を備える総
合病院としての選出は全国唯一であり、当院の経営管理体制は全国的にも極めて稀有な成
功例として評価されている。
　この安定経営を支えているのは、医業収支比率91.5％（全国平均79.8％）に象徴される
高い収益力と、職員給与費比率55.0％（全国平均65.6％）という徹底した効率化の追求に
ある。今後も全国の公立病院のモデルケースとなるべく、安定的な経営基盤を背景とした
質の高い高度医療の提供と、持続可能な地域医療提供体制の構築を両立させていく。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 　建物および設備については、開院から約10年が経過し、計画的な維持修繕によ
り概ね良好な状態を維持している。令和5年度には電子カルテシステムを含む医
療情報システムおよび関連機器の全面更新を完了し、旧システム機器の除却を
行った。これにより、器械備品減価償却率は61.3％（令和6年度）と大幅に低下
しており、最新のICT基盤への刷新が図られている。
　また、医療圏内の公立3病院の再編に伴い、急性期や救急病院として最新の施
設整備を行った経緯から1床当たりの有形固定資産（約6,341万円）は引き続き全
国平均より高い水準にある。これは当院が圏域の基幹病院として、常に高機能な
医療環境を維持している証左である。
　今後は、これらの初期投資を最大限に活用し、高い病床利用率を通じた収益確
保と、徹底したコスト管理を継続する。健全な財務基盤を背景に、さらなる老朽
化対策や医療機器の計画的更新を進め、持続可能な医療提供体制を堅持してい
く。
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Ⅰ 地域において担っている役割
　南和保健医療圏における唯一の救急告示病院としての救急医療、小児救急医療
を担うとともに、地域の中核病院として消化器疾患、糖尿病、外傷・運動器疾患
等の専門医療を提供している。
　また、災害時に対応する医療、在宅への連携を見据えた高齢者医療、へき地医
療を継続しつつ、新興感染症等の健康危機管理においても地域を主導する体制を
維持している。
　加えて、今後も南和の医療提供体制を維持していくべく「教育・人材育成拠
点」としての役割を担っている。隣接する看護専門学校を通じた看護師の養成・
確保に加え、臨床研修病院として若手医師や多職種の育成に注力し、南和のニー
ズに応える質の高い医療人材を安定的に供給している。
　さらに、新型コロナウイルス感染症への対応経験を基盤とし、新興感染症の発
生時においても迅速かつ安定的に対応できる高度な感染症診療体制を維持してお
り、地域全体の健康危機管理を主導する責務を果たしている。R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05
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経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）
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令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 27 対象 ド 透 訓 救 臨 感 へ 災 地 輪 - 4 232 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 200床以上～300床未満 非設置 228 - - ■

経営比較分析表（令和6年度決算）
奈良県南和広域医療企業団　南奈良総合医療センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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